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 【初任者研修】採用の日から 1 年間，実践的指導力と使命感を養うとともに，幅広い知 
見を得させるため，学級や教科・科目を担当しながらの実践的研修を行う。 
（2）中堅教員の段階 









  【教員の長期社会体験研修】社会の構成員としての視野を拡大する等の観点から，現職 
の教員を民間企業，社会福祉施設等学校以外の施設等へ1か月から1年程度派遣する。 
（3）管理職の段階 

























 ○学校組織マネジメント指導者養成研修 ○言語活動指導者養成研修等 
（3）地方公共団体の共益的事業として委託等により例外的に実施する研修 
 ○産業・理科教育教員派遣研修 ○学校評価指導者養成研修等 
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２ 都道府県教育委員会が実施する研修 
（1）法定研修：○初任者研修 ○10 年経験者研修 
（2）教職経験に応じた研修：○５年経験者研修 ○20 年経験者研修 
（3）職能に応じた研修：○生徒指導主事研修 ○新任教務主任研修 ○教頭・校長研修 
（4）長期派遣研修：○民間企業等への長期派遣研修（社会体験研修） 













































































私は，栃木県の高校国語科教員を中心とする「グループブリコラージュ（Groupe   
Bricolage）S58～」に参加し，平成 10 年から２年間代表を務めました。この間心がけ
たことは，隔月で発行する機関誌と毎年発行する紀要に必ず原稿を載せてメンバーか
らの批評を仰ぐことでした。参加するだけではなく，研究の成果を発表し批評を仰ぐ
ことで一層の研修の効果があげられます。 
自主的研究会，特に同期が集まって研究会を開こうという場合，自分たちだけで試行
錯誤しながら進むのも一つの方法ですが，スーパーバイザーに入ってもらうことが効
果的です。ブリコラージュでは，メンバーの高校時代の恩師に参加していただきまし
た。発足時，既に管理職となられていたため，教科指導に関する内容だけでなく，学
校でできること，できるようにするためにはどうすればよいかということまでアドバ
イスいただけたことが研修の効果をあげてくれました。 
また，日本国語教育学会に加入し，幼稚園，小，中，高等学校，大学における国語教
育の現状と課題，研究成果に接し，自らの実践や意見を学会誌『月刊国語教育研究』
に発表した他，「全国高等学校国語教育研究連合会」の研究大会に参加して，国語教
育に関する研修に努めました。平成 19 年には，「全国高等学校国語教育研究連合会第
40 回研究大会栃木大会」の事務局長として大会運営に携わり，栃木の国語教育を全国
に発信しました。発信することが効果的な研修につながるのです。 
 
おわりに 
 教員にとって研修の分野は，多岐にわたります。進路指導では，大学や受験産業主催の
進路説明会に参加することも重要な研修となりますし，部活動に関する資格を取得するの
も研修になります。私の場合，剣道部顧問として７段取得を目指しました。６段取得後に
目を患い達成していませんが，生徒・保護者からは信頼を得ることができました。 
 管理職として，「いじめ」「発達障害」「特別支援」「防災」「職員倫理」「アクティ
ブラーニング」等の校内研修を推進するにあたっては，その必要性を全職員に共有しても
らい，全校挙げて取り組む意識を醸成したことで効果をあげることができました。 
 雑駁な発表となってしまいましたが，私の実践が多くの方の参考となれば幸いです。 
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